
－ 処分場だより 第９号 ： 三原山の地下水と水道水源 － 

 

三原山の水文環境 

八丈島は水の豊富な島として知られています。 

一般に比較的新しい火山は水を通しやすく、八丈

富士のように、山に降った雨は短時間で山体深くに

浸みこんでしまい、湧水や河川が見られないもので

す。しかし、三原山は火山活動が休止してから長い

期間を経ており、図１のように地表の比較的浅い部

分に帯水層が形成されています。そのため、山に降

った雨は、この帯水層の中を表層地下水となって流

れ、山の中腹から湧水となって流れ出し、大川や芦

川などの恒常河川を生み出していると考えられてい

ます。 

谷筋での表層地下水の流れ 

一般に、山間部の谷筋では、浅いところを流れる

地下水は、地上を流れる表流水と同じように地形に

沿って流れていると考えられます。 

三原山では、普段水が流れていなくても雨が降る

と川が現れる谷筋が多く見られます。このような谷

筋では、水量が少ないときには地面の下に隠れてい

る表層地下水が、雨で増水したときに地表面上に現

れ、河川が生ずると考えられるので、表層地下水も

地上を流れる河川と同じように地形に沿って流れて

いると考えられるのです。 

三原山の水道水源の涵養域 

八丈町では、坂下地区についてはその３分の１近くを大川の表流水（河川）、また、坂上地区のうち

末吉については、水壺および桑谷ヶ洞の湧水から取水し、それぞれ浄水場で浄水処理してから各家庭

に配水しています。 

図２は、尾根に囲まれた谷筋に降った雨が表層地下水となり湧水地点に集まってくる様子を模式的

に表したものです。湧水地点に集まる水は図の茶色の点線で表された尾根に囲まれた涵養（かんよう）

域に降った雨水であり、末吉地区ではこのような水を水道水の水源として用いているのです。また、

大川の表流水についても、図２の表層地下水を表流水（河川）、湧水地点を取水地点と置き換えて考え

れば、涵養域に降った雨水を水源にしていることが理解できると思います。 

処分場の放流水と水道水源 

処分場の放流水と水道水源の関係を見てみると、処分場の放流水は、河川に流れ込んで、裏面の黄

色の曲線で示したルートを通って海に流れ込んでいきます。一方、大川の表流水の涵養域は裏図の①

の白い点線で囲まれた範囲、坂上地区のうち最も処分場に近い水源である水壺および桑谷ヶ洞の湧水

でも、その涵養域は②および③の白い点線で囲まれた範囲なので、処分場の放流水がいずれかの水道

水源に流れ込み、その水質に影響を与える可能性はまったくないことが見て取れると思います。  
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① 大川水源涵養域 
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この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承諾を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 27情使、第 810号） 



 

処分場近隣の河川等について 
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